
 

 



 

 

【
書
き
下
し
文
】 

 

 

張
飛
曰
は
く
、
「
我
が
荘
の
後
ろ
に
一
桃
園
有
り
、
開
花
す
る
こ
と
茂
盛
た
り
。
明
日
白
馬
を
宰
し
て
天
を
祭

り
、
烏
牛
を
殺
し
て
地
を
祭
り
、
我
が
兄
弟
三
人
生
死
の
交
は
り
を
結
ぶ
べ
く
ん
ば
如
何
。
」
と
。
三
人
大
い
に

喜
ぶ
。
次
日
桃
園
中
に
於
い
て
金
紙
銀
銭
を
列
下
し
、
烏
牛
白
馬
を
宰
殺
し
、
地
上
に
列
ぬ
。
三
人
香
を
焚
き
再

拝
し
て
誓
ひ
を
説
き
て
曰
は
く
、
「
念
ず
る
に
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
は
、
異
姓
と
雖
然
も
、
結
び
て
兄
弟
と
為
り
、

心
を
同
じ
く
し
力
を
協
は
せ
、
困
し
み
を
救
ひ
危
ふ
き
を
扶
け
、
上
は
国
家
に
報
い
、
下
は
黎
庶
を
安
ん
ず
。
同

年
同
月
同
日
に
生
ま
る
る
を
求
め
ず
、
只
だ
同
年
同
月
同
日
に
死
せ
ん
こ
と
を
願
ふ
の
み
。
皇
天
后
土
、
以
て
此

の
心
に
鑑
み
、
義
に
背
き
恩
を
忘
れ
な
ば
、
天
人
共
に
戮
せ
ん
。
」
と
。
誓
ひ
畢
は
り
、
共
に
玄
徳
を
拝
し
て
兄

と
為
し
、
関
羽
之
に
次
ぎ
、
張
飛
弟
と
為
す
。 

  

【
口
語
訳
】 

 

張
飛
が
言
う
に
は
、
「
私
の
家
の
う
ら
に
桃
の
畑
が
あ
り
、
花
が
満
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。
明
日
、
白
馬
を
さ

ば
い
て
天
の
神
を
祭
り
、
黒
牛
を
殺
し
て
地
の
神
を
祭
り
、
我
々
は
兄
弟
と
し
て
三
人
で
生
死
を
と
も
に
す
る
誓

い
を
立
て
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
の
）
三
人
は
た
い
へ
ん
喜

ん
だ
。
翌
日
、
桃
園
に
金
銀
の
紙
銭
を
並
べ
、
黒
牛
と
白
馬
を
殺
し
て
地
上
に
並
べ
た
。
三
人
は
香
を
焚
い
て
丁

重
に
お
辞
儀
を
し
、
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。
「
劉
備
・
関
羽
・
張
飛
は
、
姓
が
異
な
り
は
す
る
も
の
の
、
契
り

を
結
ん
で
兄
弟
と
な
り
、
心
を
同
じ
く
し
て
力
を
合
わ
せ
、
苦
し
む
者
を
救
い
、
危
機
に
あ
る
者
を
助
け
、
上
は

国
家
に
報
じ
、
下
は
民
を
安
ん
じ
ま
す
。
同
年
同
月
同
日
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
が
、

た
だ
同
年
同
月
同
日
に
死
ぬ
こ
と
を
願
い
ま
す
。
天
地
の
神
々
よ
、
私
た
ち
の
心
を
ご
照
覧
く
だ
さ
り
、
義
に
背

き
、
恩
を
忘
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
天
罰
を
お
与
え
く
だ
さ
い
。
」
と
。
誓
い
終
わ
る
と
、
（
関
羽
と
張
飛
は
）

玄
徳
（
劉
備
）
に
拝
礼
し
て
兄
と
仰
ぎ
、
関
羽
を
次
兄
、
張
飛
を
弟
と
し
た
。 


